
1．はじめに
　2024 年の現地調査は、2021 年～2023 年にかけて発
掘した遺物の調査研究を主とし、チャルモでの発掘調
査は 1 週間の試掘として実施した。試掘は 1950 年代
に R. Braidwood が発掘したチャルモ遺跡の北西部に
位置する J-I Operation に近接して発掘区を設け、実
施している。
試掘調査の目的
1）�チャルモで最も標高の高い遺跡北西部における新石

器時代の集落の広がりと特徴を確認する。
2）�チャルモ集落の最終的な絶対年代を決定するために、

特に上層部から 14C 年代測定用のサンプルを採取
する。

3）�チャルモ集落に生活した人々の埋葬址を探索する。
そのため、Braidwood が上層から複数の埋葬を発
見している Operation J-I に隣接して試掘坑を設定
した。

2．J-I　北東区の試掘
　1940 年代後半から 1950 年代前半にかけての R. 
Braidwood によるチャルモでの発掘調査、および
2018 年から 2023 年にかけての筑波大学による発掘調
査により、先土器新石器時代（PPNB）から土器新石器
時代（PN）への移行期における農耕集落の人々の生活
の様々な面が明らかになってきた（Braidwood 1983; 
Tsuneki et al. 2019）。筑波大学の発掘調査は、Braid-
wood らの Operation J-II とその周辺に集中し、11 の

文化層が確認されている（Tsuneki et al. 2023, 2024）が、
Operation J-I 付近では発掘調査が行われていない。
Braidwood による Operation J-I での発掘調査では、
マウンドの最高標高から約 7.25 m の厚さの文化堆積
の中で少なくとも 9～10 層の連続した建築址が検出さ
れ、上層からは少数の埋葬も発見されている（Braid-
wood 1983）。
　私たちが設定した J-I 北東区は Operation J-1 の東
側に当たり、チャム・ガウラ川を見下ろす遺跡の北端
近くに位置している（図 1）。試掘坑は、南北 2 m、東
西 3 m の大きさで、筑波大学がチャルモに設定した
グリッドでは、BM から北へ 78-80 m、西へ 8-5 m の
地点に当たる（図 2）。この地点を含めてチャルモの西
側一帯では 2018 年シーズンに地中レーダー（GPR）に
よる探査が行われ、人工的な遺構が蓄積していること
が想定されていた。2024 年度の J-I 北東区の試掘で
は、表土から深さ約 1.2 m までを調査し、2 つの文化
層を検出している。2019 年に発掘した J-II 南区や、
2022 年度に発掘した JT 区と同様に、J-I 北東区では、
多数の土器や石器、動物骨などが出土した。

第 1層
　第 1 層からは、明瞭な遺構は検出されなかったが、
多数の土器片と、石器、動物骨などが出土している。
本層から出土した土器片は合計 157 点である。土器の
多くは黄褐色を呈しスサの混和された粗製土器であっ
たが、赤褐色で竜骨部のある精製土器片も出土してい
る。土器片の多くは胴部片であったが、チャルモ遺跡
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で典型的に見られる口縁部に縦方向の対向する把手の
付いた竜骨部を持つ鉢と思われる口縁部片や、網目状
の刻線で器面が装飾された土器片、平底の底部片も出
土している。
第 2層
　本層は細かく観察すると少なくとも 3 つのフェーズ
に区分される（図 3）。第 ２ フェーズに属する堆積を取
り除くと、土器などは激減した。この第 ３ フェーズか
らはいくつかの石列が検出されている（図 4）。発掘区
の北東隅と南東隅に、半円形の石列が 2 基認められた。
また、南側では建物の一部と思われる石列も検出され
ている。その内側やその周辺から遺構に伴う特別な遺

物は発見されなかったが、これらの壁は建物の一部と
想定される。第 1 フェーズと第 2 フェーズでは礫や土
器片は多数出土したが、明確な遺構は検出されなかっ
た。しかしながら、第 1 フェーズと第 2 フェーズでは
分離が困難であるほど、多数の遺物が重なり合ってい

図 2　J-I Northeast 発掘区を示す UAV 写真

図 4　石列を示す第 2 層の第 ３ フェーズ の 3D モデル

図 1　2024 年までのチャモでの発掘マップ

図 3　第 2 層の第 １ と ２ フェーズの 3D モデル
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た。大型の土器片や動物の骨が著しく多く、他の発見
物とともに家畜化に関連した活動を示唆すると思われ
る。重層する土器片の多くに竜骨部が残されており、
竜骨形の鉢型土器が多く使用されていたと考えられる。
縦長や円形の把手が付けられているものも多い。黒い
残渣（恐らくビチュメン）で内面が覆われていた土器片
が、少なくとも 3 点出土している（図 5a）。ビチュメ
ンが内面に付着している土器片は、以前調査した J-II
南区や J-II 中央区、JT 区などの土器新石器層からも
出土しており、ラマン分光計による分析で、ビチュメ
ンであることが証明されている（Kurosawa and Ikeha-
ta 2024）。チャルモにおける初期の土器が、ビチュメ
ンを温めるためにも使用されたことを雄弁に物語る資
料である。また、1 点の土器片には、内面に小麦や大
麦の種子のような植物圧痕が認められた（図 5b）。土
器と穀物種子とのかかわりが深かったことを示す例と
も考えられよう。
　第 2 層の第 １ フェーズからは、イヌと思われる動物
の土偶が 1 点見つかっている。残念なことに、発掘中
に壊れ、いくつかの部分が失われてしまったが、頭部
と胴体のほとんどの部分が残存している。洗浄後、脚
の間に睾丸のようなふくらみが 2 つ確認されたので、

雄のイヌを表した可能性がある（図 6）。� （ジャンモ）

3．磨製石器・礫石器
　J-I 北東区の試掘調査では、磨製石器・礫石器が、
新たに 28 点出土した（図 7）。2022 年から 2024 年の発
掘調査において、このような石器類は、少なくとも
122 点出土している（表 1）。最も出土数が多いのは、
敲石（Hammer stone）であり、磨製球状礫（Ground 
stone ball）が次ぐ。両手持ちの磨石（Muller）と片手持
ちの磨石（Rubbing stone）の出土数も目立つ。基本的
に、ブレイドウッドたちの調査で出土した磨製石器・
礫 核 石 器 と、 同 様 の も の が 出 土 し て い る（Moho-
ly-Nagy 1983）。
　チャルモ遺跡から出土している磨製石器・礫石器の
種類は、肥沃な三日月地帯東部で出土が確認されてい
る磨製石器・礫石器と調和的である。また、近隣のベ
スタンスール遺跡と比較すると、敲石や磨石といった
主に食品加工に関わると考えられる石器類の出土数が、
比較的多いことが共通している（Mudd 2020）。他方、
ベスタンスール遺跡で多数発見されている有孔石錘は、
チャルモ遺跡においてこれまで確認されていない。こ
のような石錘は、魚網用と考えられている。両遺跡で
は、カタツムリやヨシ類といった水辺の資源が、積極
的に利用されてきたことが明らかになっているが、魚
類の獲得方法については、異なった手法がそれぞれ主
流だった可能性がある。

図 5　�a　黒い残渣（恐らくビチュメン）で内面が覆われてい
た土器片。

　　  �b　小麦や大麦の種子のような目に見える植物圧痕が
付着していた土器片。

図 6　動物土偶（雄犬）
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　2024 年の調査期間中に、石皿、磨石、石製容器か
ら残存植物珪酸体・デンプン粒および残存有機物分析
用のサンプリングを行った。同様に使用痕分析も実施
した。これらをとりまとめた成果は、別途報告を行う
予定である。� （石田）

4．小結
　J-II 北東区での試掘調査では、チャルモ遺跡の北西
部にも少なくとも土器新石器時代の集落が広がってい
て、農耕や牧畜、日常生活に係る様々な活動が行われ
ていたことが明らかにされた。しかし 2022 年度に調
査した JT 区最上層と同様に、チャルモ集落の最末期
に残されたと思われるこの地区の最上層の文化堆積か
らは、当初目的とした良好な14C 年代測定用の炭化物
サンプルが得られなかった。土器新石器時代の開始直
後に当たる JT 区の第 5-4 層の14C の較正年代が紀元
前 6700 年-6500 年頃を指しているので、チャルモ集
落の最終時期に当たる JT 区 3-1 層や J-II 北東区 2-1
層はそれよりもやや新しい年代になることは確実だが、
なぜかその時期の層からは良好な炭化物サンプルが得
られず、また同層から出土する動物骨のコラーゲン残

存状態も不良となっている。この課題の解決努力を続
けたい。
　また、2024 年度の現地調査では、2022-2023 年度に
出土した様々な遺物の研究を行っているが、その成果
については、別の機会に報告したい。
　本現地調査に当たり、イラク・クルディスタン地域
政府文化財総局長 Kaifi Mustafa Ali 氏、同スレイマ
ニ文化財局長 Hussein Hama Gharib 氏、同スレイマ
ニ文化財発掘局長 Nawshirwan Aziz Mohammed 氏、
スレマニ博物館長 Hashim Hama 氏をはじめ、クル
ディスタンで文化財行政に携わる多くの方々からご支
援を受けたことに深く感謝したい。本現地調査には、
本稿の 4 名の報告者の他、総合研究大学院大学本郷一
美氏、フランス中央科学研究院（CNRS）Marjan Mas-
hkour 氏、フランスオリエント地中海研究所 Fiona 
Pichon 氏に参加いただいている。本調査研究は、科
研費基盤研究（B）『ジャルモ遺跡の研究─肥沃な三日
月地帯東部の新石器化』（研究代表者常木晃）及び 2024
年度名古屋大学 YLC 共同研究助成（受領者サーリ・
ジャンモ、星野 洋輔）の研究成果の一部である。
� （常木）

表 1　調査シーズンごとの磨製石器・礫石器の器種別出土数

図 7　2024 年の発掘調査で出土した磨製石器・礫石器
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